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            追憶 「同性同名のハプニング」

                                       鈴木基之

平成 12 年、約 43 年間務めた某大手造船所を定年退

職し、未知の世界であるマンション管理士業に飛び込

んで（平成 15 年・所謂２期生）約２０年が経過しまし

た。（現在満 86 歳、今月 19 日には 87 歳の誕生日！！）

全くの異業種からの参入（理由と経過略）、且つマンシ

ョン生活の未経験という大きなハンデイもあり、毎日

が「“二つの老い”の業界の明日」に向けての苦闘の連

続でしたが、最近は更に三つ目の自らの“老い”が加わ

り、これまで経験のなかった「過去の追憶に浸る」とい

う非生産的な時間の増加に悩むという事態になってき  

ました。

以下にその一例を紹介します。（これは約 15 年前、

卒業大学＜東北大学経済学部＞の会報に投稿した拙文の一部です。）

『新年早々、会員○〇〇〇兄より突然メールを受信した。曰く「私は俳句に興味があり、NHK の土曜

日 11 時からの「俳句王国」を毎週見ているが、本日（日付け略）の放映で、特選三句が選ばれ講評が

あった。その中に、神奈川県在住の鈴木基之氏の句があった。若しや貴兄ではないか？」というもので

あった。

「またか！」というのが本音であった。というのは、ここ数年来、何人かの知人から「新聞の俳壇欄

で見たが、そんな趣味があったのか？」という同様の問い合わせを何度も受けていたからである。その

都度「私にはそのような高尚な世界に縁はなく、またセンスもない」と釈明してきたが、以降新聞等の

当該欄を意識的に見るようになり、何度も「鈴木基之」を発見するにつけ、この世界ではかなり高名な

方だなと思うと同時に、翻って、若くして競馬・競輪・麻雀に狂い、長じてもゴルフ・釣り・カラオケ

等に溺れた「本物」の人生の如何に俗にして自堕落なものであったかを思い知らされている。

私の名前は、亡き父の話によると、二荒山神社の神主につけてもらったらしい。父は印章業を営んで

いて、字数・姓名判断等にはかなり関心があったようで、相当に悩んだようである。二荒山神社という

のは宇都宮市（実家）の中央に位置し、豊城入彦命と大物主神が祭られていて、昔は「宇都宮明神」と

いわれたところで、言わば市の中心的存在であり、息子の成長を思う父の願いが込められていた（実態

はかなり違ってしまったが）ことを改めて実感している。

余談ながら、原稿を書くにあたり、何か俳人鈴木基之氏との接点はないものかと調べたところ、「あ

った！あった！」２９歳の与謝蕪村が前記二荒山神社にこもり、「歳旦帳」（内容は私にとってはまるで

猫に小判）を編集したそうで、これは「宇都宮歳旦帳」と呼ばれ、そこではじめて「蕪村」の俳号が使

われたそうである。この発見は、何か或安堵感と連帯感を覚えたが、同時にそれは新しい緊張感でもあ

った。

巻 頭 言

2020 年 1 月号 第 104 号2022年 11月号 第120号

筆者近影
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このことを予感したというわけではないが、人生の帳尻合わせというべきか、期せずして現在は、地

元中学校の「学校評議員」を務め、地元自治会の役員を務め、同時に「マンション管理士」なる国家資

格を取得して、未経験分野の中でボランテイア活動に悪戦苦闘するという 180°の転換でこれまでの放

漫な人生のツケを返済し続けているが、最後にお願いしたいのは、父から受け継いだ素養と期待の中に、

俳句の世界はないと思われるので、誠に勝手ながら、新聞・テレビで尊敬する俳人鈴木基之氏の活躍を

応援するにとどめ、偽者は別の道を歩んで行くことをお許しいただきたいことである。』

以上が追憶の１例ですが、これらは、今後の残りの人生の充実化に特に寄与するファクターでもなく

（ただ、認知症の予防になるかもしれませんが）、貴重な時間の浪費のように思われて新しい不安とな

っていますが、唯一、上記名付け親であり子の教育に厳格であった父が、口癖のように言っていた「話

し上手より聞き上手」のセリフは、現在のマンション管理士の相談業務活動の基本と信じており、生涯

現役を目標に座右の銘としてゆきたいと思っているところです。

２０２２年 新入会員向けオリエンテーション     研修企画委員会

今年度の「新入会員向けオリエンテーション」も昨年度に引き続きオンラインにて開催いたしまし

た。

日  時   １０月１日(日) １４:００～１９：３０

開催方式   Zoom によるオンライン開催

参加状況   34 名 (新入会員 １４名 役員 １６名 研修企画委員 ７名※)

プログラム  当会の概要

日管連の解説  

総務・広報、業務支援、研修企画、渉外委員会の解説

SC 事業紹介

横浜、川崎、県央相模、湘南、横須賀支部紹介

法務、技術、管理運営研究会の説明

交流会

会長挨拶ののち、事前配布のテキストを参考に一部プログラムの順番を入れ替えて委員会、研究会

等の紹介を総務委員長を主体に各委員会の委員長が行いました。その後、新入会員や理事の自己紹介

を行った後、ブレークアウトルームによる交流会を実施しました。

交流会は 4 つのルームを設定し、２０分程度、新入会員と役員との間で質疑応答を中心に活発な意

見交換を行いました。  

宇都宮二荒山神社
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組織改革ニュース                  ワクワクＰＴ

第１４回定時総会で承認いただいた第１４期事業計画「組織改革の策定及び実行」について、進捗

状況等について報告いたします。

１．コンサルタントからの会員報告会、会員ブレストを経て、管理士会内の業務の見える化を進めて

います

コンサルタントから組織関連・IT

関連アンケート及び役員・支部会員

ヒアリング結果等をまとめた組織診

断報告を受け、9 月 29 日に会員報告

会（参加者 43 名）、10 月 1 日、8 日

に会員ブレスト（参加者 29 名）を

実施しました。参加者が想定より少

なかったのですが、組織改革を進め

るためには、会員との課題共有化の

ためにこういった報告会・ブレスト

をすることが大切であることを実感

しましたた。参加いただいたみなさ

まにお礼申しあげるとともに、引き続きのご協力をお願いいたします。

組織改革にあたって、管理士会内の業務の見える化（棚卸）が必要な段階にあり、①部門ごとの

現在の業務内容の可視化に取り組んでおり、②改善の方向性の具体化、計画策定を検討していきま

す。

２．サイボウズ導入：会員 300 人の情報共有基盤の確立

会員専用ホームページ、メーリングリストによる情報共有化から脱却し、会員 300 人の情報共有

基盤の確立に向け、グループウェア（ＧＷ）導入サポートチームの尽力により、全会員のサイボウ

ズへの登録を完了しています。現時点でサイボウズにログインいただいた会員は、活動主体ごとに

バラツキがありますが、全体では 60%強と考えています。今後はサイボウズが情報発信・共有化に

向けた重要なインフラ

となります。会員のみ

なさまが揃って、サイ

ボウズに移行できるよ

うサポートチームによ

る、①未ログイン会員

へのサポート、②各種

マニュアル整備、③実

施事項の検討、④会員

からの提案・要望の検

証等を進めていきま

す。

３．結び

繰り返しになりますが、適正化法改正という千載一遇の機に管理士会は変わらなければ、その存在

意義はなくなります。みなさん、他人と過去は変えられませんが、自分と未来は変えられます。一緒

にマンション管理士会の未来「ワクワクする管理士会」をつくっていきましょう。
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理事会報告                          総務・広報委員会

第１４期第７回理事会報告

９月１２日（月）１８時～２０時２０分  オンライン（Ｗｅｂ）会議

（１）業務改善サポート業務委託契約更新について櫻井会長より経過、更新理由等の説明があり審議の

結果、契約更新することが承認されました。

（２）ワクワク PT、委員会、研究会、支部、ＳＣ、日管連等の活動報告と進捗状況等の確認が行われ  

ました。

第１４期第８回理事会報告

１０月１０日（月）１８時～２０時  オンライン（Ｗｅｂ）会議

（１）日管連の綱紀委員に前田会員の継続推薦が承認されました。（任期は２年９か月を予定）

（２）横浜市管理計画認定制度について横浜市とオンラインで管理計画認定制度説明会の参加要請が

あり、参加する旨の回答済みであることが櫻井会長より報告がされました。

（３）会務に参加中の遵守事項の再周知について協議の結果、櫻井会長が周知文案を作成し、役員

メーリングリストで検討、確認することとました。

（４）ワクワク PT、委員会、研究会、支部、ＳＣ、日管連等の活動報告と進捗状況等の確認が行

われました。

委員会報告                             

■ 総務・広報委員会 ＜委員長 岡村淳次＞

１．活動報告

以下の報告、検討の各事項について確認がされました。

１）入退会、入会説明会の状況と当会及び日管連の登録申請等の進捗確認

２）各担当業務状況の確認（入会登録事務、ＨＰ、会計処理、押印文書管理、その他の事務処

理）

３）各会議室予約状況等の確認

４）会報第１１９号発行と掲載内容の確認、第１２０号の発行準備と調整

５）事務局業務の確認（診断サービス業務、賠償責任保険中途加入等）

２．活動予定

必要に応じてＷｅｂ会議等を開催

  １）会報第１２０号の発行

２）入退会の受理及び登録申請等と入会説明会の開催状況確認

３）ホームページの管理、運用の整備及び情報提供、共有ツールの検討

４）第１５回定時総会の準備と調整

５）今期予算執行状況の確認と修正

５）その他事務局業務の状況確認

■ 業務支援委員会 ＜委員長 竹内恒一郎＞  

１．活動報告

（１）「業務紹介制度運営規程」を以下の通り当会 HP にアップしていますので、業務を行う場合は必ず  

ご確認ください。

「会員専用ページ」→「書式・資料集」→規程集の「業務紹介制度運営規程」

当会の活動
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以下のとおり、いつでも受付いたしますので、当会事務局へお申し込みください。

① 「業務紹介制度登録申請」（第 2 号様式）

現在 86 名が登録され、その申請内容は業務支援委員会で所定の書式に纏め、各支部長が管理し

ています。

尚、本申請を行うには、マンション管理士賠償責任保険に加入することが必要となります。

② 「マンション管理士プロフィール」（第 3 号様式）申請

現在 69 名が申請され、当会 HP にアップされています。

２．当会事務所で毎週木曜日に行う無料相談会の 10 月までの実績は 20 件でした。

３．紹介制度の運営実績は、今年の累計で診断件数 182 件、JS は 4 件、管理組合は 3 件、です。

４．会員の業務活動のための参考情報の整備

（１）過去の相談事例集を HP にアップしていますのでご利用ください。

「会員専用ページ」→「書式・資料集」→その他の「相談事例集」

2021 年の事例集も近々アップします。

（２）日管連の支援ツール（大規模修繕工事見積書・同内訳書、大規模修繕工事業務委託契約書、第三     

者管理、外部専門家監事版）も当会の HP にアップしていますのでご活用ください。

「会員専用ページ」→「書式・資料集」→「業務関連集」

（３）当会として管理組合との接触機会増大を目的として、毎週木曜日の 13:30～16:30 に、当会事務

所で無料相談会を開催しています。

相談員の募集は終わっていますが、相談員を希望される方は業務支援委員長までご相談ください。

５．横浜市管理組合活動活性化事業

横浜市住宅再生課と「横浜市管理組合活動活性化支援事業」を勧めていますが、今までに 14 件の

実績があり、現在 11 件が支援中です。

６．日管連の会員会専用ページに、研修用ビデオが多数アップされていますので是非ご利用ください。

「専用ページ」→「ログイン」→「会員会専用ページ」→「研修ビデオ（登録マンション管理士専

用）」

【注意】ログインする場合、各個人に割り当てられたパスワードが必要となりますが、不明の場合

は 当会事務所へお問い合わせください。（日管連事務所へは問い合わせないでください。）

【業務支援委員会の委員を募集します】

業務支援委員会は裏方の存在ですが、管理組合の生の情報に接する機会が多くもてます。

是非ご参加ください。

■ 研修企画委員会 ＜委員長 日向重友＞

１．オリエンテーション

・日    時：１０月１日(日) 14:00～19:30

・開催方式：Zoom による形式

・出席人数：３４名(スタッフを含む)

２. 秋研修

・時期   １１月２３日 1５:00～

・開催方式 会場とオンライン併用

・会場   県民センター３０１会議室  

・予定内容 法務研究会「判例紹介」(１年間の判例紹介)

管理計画認定制度（横浜市・厚木市の状況などの最新の情報提供）

  ※資料はデータ配信のみで印刷は行いません。

３.ＣＰＤ制度関係

（１）第１４期関連

旧制度参加者のみデータ登録を継続中。旧制度からの継続参加者は３２名。

第１４期は制度移行期に当たる為、会員への集計データ開示は最終データのみとして、中間の

結果は理事会にのみ報告する。
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（２）新ＣＰＤ制度関連

・報告方法は使い慣れている Google Form を利用する事とする。

・現在はテスト運用中。(https://forms.gle/nGpbbVMvqccuLjUT6)

                           

■渉外委員会 ＜委員長 牧 博史＞

１．活動報告（令和４年9月～10月）

１）神奈川県アドバイザー派遣

令和4年度の派遣につき昨年に引き続き、8月9日に受注。

連絡がつく各マンションに対し、県からアドザイザー派遣事業のご案内を出状。

（派遣目標件数15件）

派遣期間は、令和4年8月10日～令和5年2月08日まで。10月31日現在、3件。

２）横浜市実態調査入札

   令和元年から他団体による実態調査が行われていたが、未回収部分について調査業務を受注。

３）かながわ住まいまちづくり協会

「まち協我が家の相談室」連絡会が10月20日に行われ、日向・牧が参加し、本年度事業内容の確

認と他団体との連携を確認した。（水害等の災害の相談）

４）国県市合同行政相談（神奈川行政評価事務所主催）

例年とおり実施中だが、コロナの影響により取りやめがかなりあった。

５）横浜市・川崎市入札

令和５年度の更新申請手続き中、ほぼ終了。

６）認定制度対応

    茅ヶ崎市・横須賀市・三浦市・海老名市・藤沢市・平塚市・海老名市・相模原市において、各

支部の協力の基、訪問し管理士会のアピール含め、情報収集した。

平塚市は9月7日に訪問。その他の市に対しても折衝中。

２．活動予定（令和４年11月～12月）

１）神奈川県アドザーザー派遣

引き続き、年間15件をこなせるよう努める。

２）11月2日（水）電話相談窓口ｅ－ラーニング研修

  対象は、全相談登録者。

３）横浜市団地サポーター事業

  11月5日に、横浜市の団地管理組合に対し、サポート事業についての説明会を本庁庁舎にて、オ

ンライン形式で行う。

４）リフォ協会議

  ハウスクエアで13：00から15：30開催。

５）横浜市マンション実態調査

調査は、11月末から１月中旬となる予定。件数は181件。

  未回答部分の少し難度の高い調査となるため、経験者を優先する。

研究会報告                           

■ 法務研究会 ＜座長 石川聖治＞

１．活動報告

（１）令和４年９月２７日（火） ９月度法務研究会 ２０名参加

  １）テーマ発表

タイトル：マンション内での喫煙問題（判例）
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１つ目は、名古屋地裁での判例で原告が勝訴した判例、他２件は原告側（タバコを吸わない）

が敗訴した事例を発表していただいた。

ベランダ（専用使用部分）や専有部分からの受動喫煙問題について、ベランダでの喫煙行為に

ついては、

①結果的に受動喫煙による精神的損害を肯定（原告勝訴）した H24.12.13 名古屋地判(1-1)    

② 喫煙行為を条件付きで認容（原告敗訴）したH26.4.22東京地判（1-2）

③また、原審（R1.11.28 横浜地判）の判決を維持して、専有部分(下階)での喫煙行為を条件付

きで認容（原告＝控訴人が敗訴）したR2.10.29東京高判（1-3）を取り上げて、対象件数も少

なく、（改正）健康増進法施行前の事案であることも影響したためか、原告（被害者）に厳

しい内容と思われるが平塚良夫会員に講義していただき、多数の会員により活発な質疑意見

発表および討論が行われました。

（２）令和４年１０月２５日（火）１０月度法務研究会 １３名参加

  １）テーマ発表

タイトル：専用使用権付駐車場の駐車場料金値上げの規約改正が、 区分所有法 31 条の特別の

影響に該当するのか

新築分譲時に、先着で駐車場専用使用権を分譲代金に含めて分譲していた。

駐車場が不足したので、管理組合は新しく敷地内に駐車場を増設し、また近隣の民間駐車場を

借り上げて、共に月額１０，０００円の使用料を取っていました。専用使用権者の使用料（５

００円か７００円）と増設駐車場では使用料金に大差があるので被告管理組合以内で問題にな

っていた。専用使用権者の承諾なく規約を変更して、段階的に増額されていくことになったの

で、 専用使用権付駐車場の区分所有者は、従来の金額しか支払わなかった。

管理組合は、滞納分（不足分）の支払を催告したが、支払が無かったので、駐車場使用契約を

解除された。規約の改正の時に専用使用権者の承諾を取っていないので区分法３１条に違反し

ているのではないか争われた事例で石川聖治会員に講義していただき、多数の会員により活発

な質疑意見発表および討論が行われました。

２．活動予定

（１） 令和４年１１月２２日（火） Web（Zoom）開催

（２） 令和４年１２月２７日（火） かながわ県民センター１５０１

■技術研究会 ＜座長 澤 與志博＞

１．活動報告

（１）９月度技術研究会

①日時：９月１９日（月）１８：１５～２０：００

②場所： ZOOM 開催

③出席者：４６名

④テーマ：テレビ共視聴設備の更新と定期保守契約について

   ⑤協力：協栄メンテナンスシステム株式会社

   ⑥内容

・マンションにおけるテレビ設備保守サービスの重要性

・マンションでテレビが映らなくなったときの通常の対応

の流れ

・当社のマンションテレビ設備保守サービスの７つの強み

・当社のマンションテレビ保守サービスの体制、電話受付、調査・修理、範囲について

・質疑応答

⑦報告事項（座長より）
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（２）１０月度技術研究会

①日時：１０月１４日（月）１８：１５～２０：００

②場所：ZOOM 開催

③出席者：４２名

④テーマ：防水保証 30 年を実現した、Ｋプラスルーフガード３０の紹介

⑤協力：株式会社カシワバラ・コーポレーション

⑥内容

    ・Ｋプラスルーフガード３０とは

・Ｋプラスルーフガード３０の品質証明について

・Ｋプラスルーフガード３０の施工手順について

・機械固定工法採用の理由、塩化ビニル工法との比較について

・25 年保証と 30 年保証の実績について

・海外事例について

・質疑応答

  ⑦報告事項（座長より）

２．活動予定

（１）１１月度技術研究会（１１月２１日（月）１８：１５～２０：００）

   テーマ発表［業者発表］：高経年マンションの再生について

（協力：旭化成不動産レジデンス株式会社

（２）１２月度技術研究会（１２月１９日（月）１８：１５～２０：００）

    テーマ発表［業者発表］：（仮）小規模マンション向け新管理サービスについて

（協力：株式会社 穴吹ハウジングサービス

■管理運営研究会 ＜座長 堀井満＞

１．活動報告

（１）令和４年９月度管理運営研究会（参加者数：２６名）

・９月２１日（水）１８：００～１９：４５ Web（Zoom）開催

発表者：内海康行会員

テーマ：管理組合の立場から見た「マンションの空き室問題」

発表内容：①空き室とは何か（定義、調査結果等）②空き室の形態③空き室から発生する管理

上の問題（緊急時、長期的の観点）④空き室に対する基本的な対応策（届け出、長期的

空き室対応、管理組合の運営）については話された。そして⑤まとめの後で、質疑で深

掘りが図られた。

【発表者からのメッセージ】

空き家問題が騒がれつつありますが、マンションでも空き室が増えつつあり、将来大きな

問題になりそうです。国や横浜市の空き室に関するデータを見ながら、マン管センター発

表の「マンション空き住戸対応マニュアル」につき考えてみたいと思います。

質疑等（主なコメント）

＜不在による郵便物が郵便ボックスからあふれる状況について＞

・【問題提起】管理組合で塞ぐのは好ましくなく、どう対応したらよいか。

・管理組合としての具体的事例はない。おそらく個別に個人が処理していると考える。

・長期（１年、２年など）でまったく未使用なら、蓋をするとか・・・

・犯罪者からは狙いやすいマンションと思われ、非常に危険と考える。

・売買のための物件確認時、ものすごく雰囲気が悪い印象付けになると思う。

・個人のものを、管理組合が管理することは非常にむずかしいと考える。（クレームも想

定）

・管理組合での対応等について情報入手されたら、情報共有したく、ご協力をお願いす

る。
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＜空き室の管理組合としての対応について＞

・役員免除金の徴収と不在組合員協力金の徴収は、空き室の対応項目ではないのでは・・

・マンション管理センター発表のマニュアルに記載内容を引用したが、ご指摘のとおりと

考えます。

・本テーマで扱う「不在者」は連絡が取れなくて困っている観点でとらえるべきと考えま

す。

・マニュアルでは種々の内容が記載されている。空き室対応として疑問の項目あり、マニ

ュアルで確認ください。

（２）令和４年１０月度管理運営研究会（参加者数：１５名）

・１０月１９日（水）１８：００～１９：４５ かながわ県民センター ３０５会議室

発表者：湯野憲太郎会員

テーマ：受水槽撤去、給水管・給湯管更新（管理組合運営現場からの課題報告）

発表内容：①給水方式選定時の議論②給水管・給湯管を更新における各戸に有利な選択肢や

課題対応について実話に基づき紹介された。

【発表者のメッセージ】 一般的な「技術レポート」にはないお話

どのような議論・決議、有利な選択肢、各戸内の課題対応、施工業者選定の裏話も紹介

【受水槽撤去】 築 30 年前後、給水システム更新工事を計画

①受水槽方式 or ②直結方式、決めるのは管理組合自身です。

【給水管・給湯管】 築 30 年前後、給水管・給湯管を更新 有利な選択肢は？

給水管の立管は共用部分、横管および各戸内の給湯管は専有部分の原則に反してでも・・・

質疑等（主なコメント）

＜公募から３社に絞り込みの経緯について＞

・公募１２社に説明会を開催し、条件等の提示により工事見積額他の提出を依頼した。

・最終的に３社に絞り、３社のプレゼン（工事を行う姿勢）で決定することとした。

＜施工工事業者の最終選考（３社→１社）について＞

・３社の現場代理人（工事受注時）による各１０分のプレゼン「どういう工事をした  

いか」内容で採点した。（〇△×の３段階評価）

・専門委員会メンバ８人、理事会メンバ８人の１６人による配点表で決定した。

・住民の気持ちに寄り添う姿勢が感じられた C 社に多くのいい評価が集まり、決定し

た。

＜工事金額等について＞

・工事額は約一億７千万（約８８万／戸）、管理組合負担とした。（規約改正により）

・共用部分と専有部分の工事額割合は１：２

・既存の修繕積立金で賄うことができた。（本工時のための追加徴収なし）

＜工事の工法について＞

・既設管は残し、新しい配管設置（天井）の工法を採用した。

・既設管の処置は、水抜きをし、両端を切断後に封をした。

２．活動予定

２０２２年１１月度～１２月度管理運営研究会開催予定

   ・令和４年１１月１６日（水）１８：００～２０：００

場所：かながわ県民センター ３０４会議室（定員６０名）仮予約

発表者：汐崎恭介会員

テーマ：未定

・令和４年１２月２１日（水）１８：００～２０：００

場所：かながわ県民センター ３０５会議室（定員６０名）仮予約

発表者：宇田川和義会員

テーマ：未定
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支部報告                          

■横浜支部 ＜支部長 澤 與志博＞  ↓

１．９月度役員会

（１）日時：９月２０日（火）１８：００～２０：００

（２）場所：WEB 会議方式（ZOOM 開催）

（３）承認事項：なし

（４）報告事項

  ①横浜支部総会の役割と行程案について

②令和４年度横浜支部役員の公募について

③各担当の業務執行の進捗の発表

④会員の業務受託報告

⑤理事会・日管連報告

⑥ワクワクプロジェクトの進捗状況

⑦サイボウズの進捗状況

２．１０月度定例会

（１）日時：１０月２１日（火）１９：００～２０：００（ZOOM）

（２）テーマ：マンション管理計画認定制度とマンション管理適正評価制度について

（３）講師：土屋 賢司 会員

（４）参加者数：３３名

（５）内容

  ①現状

②予備認定

③今後の展開（予想）

④制度の再確認

⑤終わりに

⑥質疑応答

（５）支部長からの報告事項

３．フレッシュ交流会

（１）第９回

①日時：９月６日（火曜日）１９：００～２０：３０

②内容：・基本テーマ・・・・・管理組合の事例

・県士会の会務・・・・（一社）日本マンション管理士会連合会について

・ビジネスを考える・・カネ 財産的要因

・自由討論

（２）第１０回

  ①日時：１０月４日（火曜日）１９：００～２０：３０

  ②内容：・基本テーマ・・・・・文書作成の注意点・コミュニケーョン他

・県士会の会務・・・・研修企画委員会の会務

・ビジネスを考える・・コンサルティング契約の受注と更新

・自由討論

支部の活動
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４．１１月、１２月の活動予定

（１）役員会

①日時：１１月１５日（火）１８：００～２０：００

②日時：１２月２０日（火）１６：００～１８：００

（２）総会

  ①日時：１２月２０日（火）１８：１５～２０：００

■川崎支部 ＜支部長 櫻井良雄＞

１．活動報告

（１）支部拡大役員会（９月２８日（水）） 中止

（２）支部定例会（１０月２３日（日））

１）マンション管理セミナー（13:30～15:30）

・セミナー： 「マンションのライフラインを考える」

（講師：((有)ヨコハマプラントファクトリー 柳井 和徳 氏）

２）交流会（相談会）（15:20～16:00）  １件「長期修繕計画」

３）支部定例会（16:00～16:30）

①理事会報告

・ワクワク PT、サイボウズ導入

②定時総会日程  12 月 11 日（日）

③１２月度セミナー

【マンション管理セミナー・無料相談会実績】

2022/2 2022/4 2022/6 2022/8 2022/10 2022/12

セミナー
管理組合

延期

8 11 10 10

参 加 者 8 12 10 10

相談会（相談件数） 0 1 1 1

会員参加者（定例会を
含む）

8 6 8 8

２．活動予定

日 時 場 所 内 容
11/23（水）18:30～19:30 オンライン（Zoom）開催 拡大支部役員会

12/11（日）13:30～17:00 市民活動センター会議室 A・
B

セミナー＆無料相談会
支部定時総会

■県央相模支部 ＜支部長 岡本恭信＞

Ⅰ．支部定例会

２２年１０月４日 午後6時  会場 あつぎ市民交流プラザ

・テーマ 「県士会組織改革プロジェクトzoom」コンサル説明会の参加者意見交換

     「グループサイボウズ」移行にあたり、支部会員の対応について

     １２月６日定例総会に向けての準備・対応

２．厚木市は管理計画認定制度申請の準備している３管理組合からの問合わせ対応。

マンションアドバイザー派遣申請の管理組合との事前打ち合わせ。

３．相模原市は１０月２９日 「令和４年度第１回管理セミナー」を開催。

  第２回管理セミナーは来年２月に「管理計画認定制度の事前説明」の予定。

４．海老名市は、マンション実態調査の管理組合からの回答書を回収中。
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５．伊勢原市は、管理計画適正化推進計画作成のためのスケジュール化の準備中。

行政の相談会 ９月 厚木市 ３件

１０月 相模原市３件、厚木市 ３件 伊勢原市 １件

Ⅱ．事業

（１）自治体等施策（マンション管理相談会等）に対する相談員等派遣協力

         ・秦野市（原則毎月第４月曜日開催）    １１月２８日  １２月２６日

         ・伊勢原市（原則毎月第４水曜日開催）   １１月３０日  １２月２８日

         ・厚木市（原則毎月第３水曜日開催）    １１月１６日  １２月２１日

         ・海老名市（原則毎月第４火曜日開催）   １１月２２日  １２月２０日

・座間市（原則毎月第２金曜日開催）    １１月１１日  １２月９日

      ・相模原市（原則毎月第１月曜日開催）   １１月７日   １２月５日

（要請受領時アドバイザー派遣）

（２）支部マンション管理相談会開催

      ・原則第４水曜日又は火曜日、大和シリウスで開催 １１月２２日 １２月２７日

■湘南支部 ＜支部長 大浦 智志＞

１．活動報告  

（１）９月の活動報告

１）行政市相談会 相談件数

     茅ヶ崎市：０件、小田原市：０件、平塚市：０件、藤沢市：２件

（２）１０月の活動報告

  １）定時総会・支部例会

・１０月１４日 午後６時―７時 藤沢市市民活動推進センターにて例会開催

２）行政市相談会 相談件数

     茅ヶ崎市：０件、小田原市：０件、平塚市：２件、藤沢市：２件

２．活動予定

（１）２０２２年１１月の予定        

１）行政市相談会 （茅ヶ崎市：11/11,小田原市：11/11,平塚市：11/28,藤沢市：11/25 ）

（２）２０２２年１２月の予定        

１）行政市相談会 （茅ヶ崎市：12/9,小田原市：12/9,平塚市：12/26,藤沢市：12/23 ）

                    

■横須賀支部 ＜支部長 今井茂雄＞

１．２０２２年９月、１０月の実績

（１） 横須賀支部例会の開催

１）支部例会（9月期）：9月3日(土)16:00～18:00 横須賀市総合福祉会館4階第3研修室（15名

参加）

・「逗子市マンション管理セミナー」：開催に向けた意見交換

・勉強会：テーマ 「機械式駐車場の修繕積立金の考え方」、講師：井上徹教会員

２）支部例会（10月期）：10月1日(土)15:00～17:00 横須賀市総合福祉会館7階第4会議室（11

名参加）

・「逗子市マンション管理セミナー」：開催に向けた意識合わせ ﾃｰﾏ選定等

・勉強会：テーマ「相続人相続放棄の場合の管理組合の対処方法について」、講師：澤口会員

（２） 相談会の開催

１）横須賀市：9月・10月に予定したが相談なし
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２）鎌倉市：9月1日(木)杉本・平山会員が市役所で1件の相談を応接、

10月6日(木)堀内・堀米会員が市役所にて待機したが相談なし

３）逗子市：9月26日(月)、10月24日(月)とも予定したが相談予約なし

（３） マンション管理組合交流会の開催

・9 月 10 日(土)：鎌倉市玉縄学習センター分室第 3 会議室 （6 管理組合 6 名、相談員 5 名参

加）

講演テーマ：「マンション共用部分の保険事情について」、東急保険コンサルティング

・10 月 8 日(土)：鎌倉市玉縄学習センター分室第 3 会議室 （5 管理組合 5 名、相談員 5 名参

加）

（４） 行政への対応

・横須賀市：令和 5 年度の予算計上のため「分譲マンション実態調査」に関す概算見積の要請

（9/8）→「横須賀市分譲マンション実態調査費用試算」を作成し提示（9/21）

２．２０２２年１１月、１２月の予定

（１） 横須賀支部例会の開催

・11月5日(土)・12月3日(土) 開催予定(横須賀市総合福祉会館会議室予定)

（２） 相談会の開催

１）横須賀市：11月5日(土)・12月3日(土) 開催する予定

２）鎌倉市：11月3日(木)役所が休日のため休会、12月1日(木)鎌倉市役所にて開催する予定

３）逗子市：11月28日(月)・12月26日(月) 逗子市役所にて開催する予定（予約が必要）

（３） マンション管理組合交流会の開催

・11月12日(土)・12月10日(土) 鎌倉市玉縄学習センター分室にて開催予定

(コロナ禍を勘案し見送りの場合有)

（４） 行政への対応

・適正化法改正に関するその後の取組等について情報収集・支援等の対応 他

＜ＳＣ担当 山崎康幸＞

１．横浜市マンション管理組合 基礎セミナー（ハード編）開催案

① 開催日時  2022 年 2 月 18 日(土) 14:00～16:00

② 開催方法  オンライン開催（詳細は別途案内の予定）

２．交流会

  ※ ９月は１区が開催中止、４区がオンライン開催

   １０月度は全区会場開催

  令和３年度はオンライン（Zoom）開催の数値

参加組合数
平均参加

組合数

参加

人数

平均

人数
参加相談員

新規参加

組合数

令和３年９月 50 組合 ３.8 組合 54 名 ４名 60 名 １組合

令和４年９月 97 組合 ５.7 組合 113 名 ７名 68 名 ５組合

前年同月比 194％ 150％ 209％ 175％ 113％ 500％

サポートセンター事業
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令和３年１０月 47 組合 ３.6 組合 55 名 ４名 53 名 １組合

令和４年１０月 116 組合 ６.4 組合 137 名 ８名 75 名 ５組合

前年同月比 247％ 178％ 249％ 200％ 142％ 500％

３．リモート交流会の開催

＊第９回マンション管理組合リモート交流会   令和 4 年 9 月 18 日（日）19：00～20：30

  内容    ① 高圧一括受電導入顛末記

        ② 参加者との交流会

        ③ マンション関連情報

  参加組合：１３組合

＊第１０回マンション管理組合リモート交流会  令和 4 年 10 月 16 日（日）19：00～20：30

  内容    ① 横浜市住宅供給公社による事例紹介

1) 横浜市マンション・団地再生コーディネート支援制度と支援事例について

2) 横浜市住宅供給公社による「暮らし再生プロジェクト」について

        ② 参加者との交流会

        ③ マンション関連情報

  参加組合：１７組合

              

＜日管連理事 櫻井良雄＞

１．第 15 期臨時総会開催

・日時： 11 月 24 日（木）13:00～13:30   ・場所： 日管連春日事務所会議室

・議案： 第 1 号議案 綱紀委員会規程の一部改正の件

第 2 号議案 綱紀委員選任（案）の件

２．NDX プロジェクトによる業務改善提案   ※ NDX：日管連デジタルトランスフォーメーション

・診断マンション管理士関連業務の改革 ：Web フォームによる誓約書の提出等（11 月～）

・e-ラーニング関連業務の改革 ：Web フォームによる研修会受講申込み（12 月～）

・登録申請関連業務の改革 ：入会申込書の Web 化（1 月～）

など

３．適性化診断サービスの業務マニュアルの改訂

・4 月以降の「診断業務マニュアル」の改正点、適正化診断から手続支援サービス申請の変更等

を折り込んだ「診断業務マニュアル（最新版）」を診断マンション管理士に年内を目途に配布予

定。

・また、診断サービスを行う上で使用する診断マニュアル及び各書式類は、最新版を日管連 HP に

アップロード済み

４．「管理計画認定制度推進委員会」の設置

・管理計画認定制度の事前確認、予備認定、電話相談などの関係業務を円滑化に向けた環境整備

・委員は別途募集

日管連情報
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５．令和 5 年度マンション管理士賠償責任保険の募集について

６．診断サービスの状況（9 月 30 日現在）

・受付件数 11,712 件(前月比 +109)、完了件数 10,429 件(同 +134)、完了棟数 15,772 棟(同

+186)

・適正化診断サービスに関わる会員からの問い合わせは、会員会経由で行うことを徹底

行政関連情報                         

■横浜市で「管理計画認定制度」が令和４年１１月１日に開始

制度の概要や申請方法などに関するオンライン説明会を１２月２日に開催

詳しくは横浜市ホームぺージでご確認ください。

■管理計画認定制度の専用電話（日管連事務局への連絡用）

        管理計画認定担当の電話（日管連事務局への連絡・問合わせ用）

        ☎ ０３-５８０１-０１２５   Eメール knts@nikkanren.org

時代は変わる

                                  ＜技術研究会＞

A マンションは、理事会担当者全員に PC を配布した。具体的な運営システムがあるわけではないが、

まず理事会メンバーが IT 環境（PC）を持つことが大切だと判断し配布した。理事会が最初に取り組ん

だことは、理事会や担当理事のスケジュールを共有することだ。スケジュール共有は、管理会社にも協

力を求め、管理員の就労時間や定期的な点検業務など契約された業務をすべて入力してもらった。管理

会社には拒否されると思ったが、逆に喜んで協力してくれた。管理会社にとっても、仕事の効率化が推

進できるので大歓迎だったのだ。また、修繕工事関係では建物の完成図書をデータ化して、管理組合の

仕事をしやすくし、同時に施工業者との情報交換にも使用し、お互いの業務連絡などをしやすくするそ

うだ。総会議事録や理事会議事録なども蓄積し、検索すればすぐに過去歴や内容が分かるように順次し

ていく予定だ。

僕が、何よりいい成果だと思ったのは、数人の組合員からアクセス要望が出たことだ。要望する組合

員が増えれば、組合員の共通のプラットホーム化も可能になり、管理組合に対する無関心問題の解決策

の一つになると思うのがその理由だ。マンション管理組合は、古い慣習からかデジタル化の遅れが目立

っていた。例えば、組合員同士、管理会社、修繕業者などとの連絡方法は、アナログ的な手法が基本で、

理事会や総会は紙の資料だ。会計情報も、早くて一か月か二か月後にしか組合員に情報が届かない。し

かし、A マンションのように PC 端末を導入すると、否が応でもデジタル化が進み始め、その部分の改

革が進む。一度使い始めるとやめられないのがデジタルの特性だから、間違いなく変わる。一般に輪番

行政・関連団体情報

スキルアップ情報
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制のマンションの場合、数年に 1 回の割合で理事の役目が来るが、その理事の任務は 1 年なので、その

期間の務めを終えれば係わり合いが薄くなり、そのうちに管理組合のことは忘れがちになる。しかし、

プラットホームができると継続的に係わるきっかけができる。とてもいいことだ。

管理組合の情報も、かかわりの強い組合員だけが極端に多く持たなければならないのが現状だが、管

理組合員全員がいつでもどこでも必要な情報にアクセス出来るようになると、お互いの負担が軽くな

る。デジタル社会の情報は、みんなでシュアした方が良く、仮に新しい情報を入手しても自分で抱え込

まず、すぐに組合員と共有するのがあるべき姿だ。そんなあるべき姿に、A マンションはスタートを切

った。

適正化法が改正され、マンション管理組合の健全性を求める社会的要請が高まっている。改正前はマ

ンション管理組合の健全性は、内部の問題でしかなかった。しかし、今回の改正で内部的な健全は当然

であり、外部的にも管理組合が健全であることが求められるようになった。それも、透明性を高めて誰

が見てもわかるようにしなければならない。いわゆる“見える化”が社会的要請である。管理計画認定

制度などの評価制度の導入はそのことをマンション管理組合に促している。

A マンションの取組はまさしく“見える化”につながる取り組みだと思う。我々マンション管理士もこ

んな時代に対応できるよう頑張ろう。

  

                             

無料相談会                        

≪１１月～１２月のマンション管理無料相談会のご案内≫

当会が主催する相談会、または行政が主催する相談会に当会から相談員を派遣している相談会

をご案内します。マンション管理でお困りのことがありましたら、お気軽に各地の相談会をご

利用下さい。尚相談会は原則予約制となっておりますので、前日までに予約の上お出かけ下さい。

管理士会 日時：毎週木曜日 １３：３０～１６：３０

於：中区翁町１－５－１４  新見翁ビル３階  ＴＥＬ：０４５－６６２－５４７１(当会事務所)
川崎支部 日時：１２月１１日（日）１３：３０～１５：３０

場所：市民活動センター会議室 A・B 

予約先：info@kawasaki.kanagawa-mankan.or.jp 又は、TEL:090-7298-6718

県央相模

支部

日時：１１月２２日（土）１２月２７日（土）１３：００～１６：００                    
於：大和シリウス  ＴＥＬ：０４６－２５６－２６８３(県央相模支部)

厚木市 日時：１１月１６日（水）、１２月２１日（水）  １３：００～１６：００                 
於：厚木市役所会議室       ＴＥＬ：０４６－２２５－２３３０(住宅課)

相模原市 日時：１１月７日（月）、１２月５日（月）１３：３０～１６：３０                              

於：相模原市役所     ＴＥＬ：０４２－７６９－８２５３(建築指導課)
海老名市 日時：１１月２２日（火）、 １２月２０日（水）  １３：００～１６：００            

・当日受付可  於：海老名市役所会議室 ＴＥＬ：０４６－２３５­９６０６(住宅公園課)
座間市 日時：１１月１１日（金）、 １２月９日（金）  １３：３０～１６：３０         

於：座間市庁舎１Ｆ広聴相談室：  ＴＥＬ：０４６－２５２－８２１８(広報広聴人権課)
秦野市 日時：１１月２８日（月）、１２月２６日（月）１３：００～１６：００     

・当日受付可   於：秦野市東海大学前連絡所相談室

                       ＴＥＬ：０４６３－８２－５１２８(市民相談人権課)
伊勢原市 日時：１１月３０日（水）、１２月２８日（水）  １３：００～ １６：００         

於：伊勢原市役所１Ｆ相談室 ：ＴＥＬ０４６－３９４－４７１１(建築住宅課)

イベント情報
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藤沢市 日時：１１月２５日（金）、１２月２３日（金）  １３：００～１６：００                   

於：藤沢市役所   ＴＥＬ  ：０４６６－５０－３５６８(市民相談センター)
茅ヶ崎市 日時：１１月１１日（金）、１２月９日（金）  １３：００～１６：００             

  於：茅ヶ崎市役所            ＴＥＬ：０４６６－８２－１１１１(市民相談課)
鎌倉市 日時：１１月３日（木）休会、１２月１日（木）１３：００～１６：００                    

於：鎌倉市役所市民相談室   ＴＥＬ：０４６７－２３－３０００（内線２６６０：地域共生課）

平塚市 日時：１１月２８日（月）、１２月２６日（月）１３：００～１６：００                  

於：平塚市役所  ＴＥＬ：０４６３－２１－８７６４(市民情報・相談課)
横須賀支

部

日時：１１月５日（土）、１２月３日（土）

於：横須賀市総合福祉会館会議室     ＴＥＬ：０９０－３１５０－９３４７(ヨネクボ)
逗子市 日時：１１月２８日（月）、１２月２６日（月）  １４：００～１６：００              

  於：逗子市役所５階会議室 市民協働課 ＴＥＬ：０４６－８７３－１１１１（内線２６９）

小田原市 日時：１１月１１日（金）、１２月９日（金） １３：３０～１６：３０

於：小田原市役所市民相談室             ＴＥＬ：０４６５­３３­１３０７（都市政策課）

阪神淡路大震災

相田裕二

マンション管理士研修会 IN 神戸が 6 月 30 日に開催され、YouTube で視聴をいたしました。マンシ

ョン管理の適正化推進計画について神戸市と兵庫県の取り組みについて説明があり、兵庫県のマンシ

ョンの現況についての説明を聞いていると、27 年前に発生した阪神淡路大震災の記憶がフラッシュバ

ックして蘇ってまいりました。

27 年前私はデベロッパー系列のマンション管理会社に勤務しており、1995 年の 1 月 17 日神戸で大

変なことが起こっていると朝一番で部所長が集められ、本社に災害対策本部の設置が急遽決定し、そ

の日のうちに現地に支援部隊を送ることとなりました。

当時神戸には神戸支店がありましたが、支店が入居しているビルは被害が大きく、社員も出勤でき

る状況にはありませんでした。そこで大阪支店が震災当日から神戸の社員の安否確認や管理している

マンションの被災状況の確認に当たりました。本社からの支援部隊も大阪を現地対策本部として、情

報の収集に当たることとなりました。

当時兵庫県内には分譲マンションが約 5,000 棟程ありました。当時の記録によると、大破が 83 棟、

中破が 108 棟、小破が 250 棟あったとのことでした。被害のほとんどが新耐震以前に建ったマンショ

ンで、新耐震基準のマンションにはそれほどの被害は無かったようでした。私どもが管理していたマ

ンションは兵庫県内で 150 棟ほどありましたが、そのほとんどが新耐震以後に分譲されたマンション

で大きな被害はなく、中破が 1 棟以外は小破以下の損害でした。

震災から 2 週間経って、被害状況がほぼ判明し、管理組合へ被害の報告と復旧について協議をする

段階となりました。

私は 2 月 5 日に先陣で大阪に入っていた人間と交代で現地災害対策本部長として、大阪に入りまし

た。神戸には 2 月 15 日から三田経由で神戸に電車で入ることが出来るようになりました。2 月 15 日

福知山線、三田を経由して新神戸に到着いたしました。新神戸から事務所のある三宮まで徒歩で 30 分

くらいでしたが、徒歩の途中の風景はまるで空爆の後の市街地さながらで、ビルやマンションの 1 階

が座屈していたり、途中階が潰れていて傾いた建物がたくさんありました。戸建ての民家はほとんど

が押しつぶされていました。道路はあちこちで亀裂が発生し、いたるところ盛り上がっており、道路

の両脇の電柱は倒壊し、電線がぶら下がっておりました。私は戦争の時代の経験はなく、写真や映画

会員寄稿「千客万来」
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で空爆の後の市街地を見ただけですが、あの光景は今でも私にとって忘れることが出来きないものと

なりました。

2 月 15 日までに各支店及びグループ会社からの支援部隊を含めて、第一次の被害状況調査が終了

し、次の段階で各管理組合への報告と、復旧工事の見積もり取得、地震保険の対応が始まりました。

私は管理しているマンションの中で一番被害の大きかった灘区のマンションの管理組合支援の対応

に当たっておりました。説明会を開催するにも区分所有者がマンションにほとんど住んでいる状況で

はなく、まず区分所有者の所在地の確認作業から始まりました。マンションのエントランスに各区分

所有者の連絡先を掲示してもらい、それに基づき説明会を何回か開催し、被災状況の説明、復旧方

法、復旧工事の見積もり取得を管理会社が理事会と一緒に対応を進めていきました。

当初被災したマンション居住者のやり場のない不満や悲観のはけ口としてデベロッパーに代わり管

理会社が受け皿とならざるを得ませんでしたが、対応を進めていくうちに、信頼関係が徐々に生ま

れ、途中建て替えの議論も出てきましたが、最終的に当初の建設会社に被害復旧の見積もりを取得

し、臨時総会で最終的に復旧工事実施の議案が賛成多数で決議されたのが、震災から半年以上経過し

た 8 月の下旬でした。それまでには他のマンションの復旧決議や復旧工事も終了し、我々支援部隊の

使命が終わりに近づき、9 月末を持って現地対策本部が解散となり、神戸支店も通常の業務に移行し

て参りました。

このときの私の経験がその後のマンション管理及び管理組合対応の基礎となりました。

またその後新潟県の震災、東日本大震災と大きな地震が発生しましたが、阪神大震災の経験が管理

会社として初動の対応、管理組合に対する支援のあり方に大きな影響を与え、管理会社や管理業界と

して管理組合向け震災対応マニュアルの作成、防災用品の備え付け提案等に繋がることとなったわけ

です。

                               

                  

■新型コロナウイルス感染防止対策について

当会の活動における主な会議（理事会、委員会、研究会、支部定例会）は、当面の間は原則としてオンラ

イン（Ｗｅｂ会議）としますが、対面式（リアル）で開催する場合は、十分な感染対策を講じたうえで、会議室

定員の半数を上限に開催できるものとします。（当会事務所使用時は上限９名）

■会員の動静（１０月３１日現在）

１）入会

・１０月の入会者は１名です。（敬称略）

入会月 氏  名 所属支部

１０月 岡田 浩明 横浜

２）会員数 （１０月３１日現在）

支部名 横浜 川崎 県央相模 湘南 横須賀 計

会員数 １０６名 ３８名 ３５名 １９名 ２４名 ２２２名

■入会説明会開催予定日

  ・１１月以降は参加希望者の希望日時に応じて開催

■２０２３年度マンション管理士賠償責任保険について

  ・１１月中旬以降に２０２３年度のマンション管理士賠償責任保険加入（新規・更新）のご案内  

   を郵送予定

事務局からのお知らせ
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■２０２３年度年会費納入について

  ・１１月下旬に２０２３年度年会費納入のご案内を予定
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コロナ蔓延も一服し今のところ平穏に推移しているが、円安、物価高、株安、

実質賃金低下と日本経済の不安材料は益々重く厳しい。特に年金生活者等リタイ

ア組の老骨を鞭打つが如くの年金、介護保険の給付減、負担増が控えている。こ

れに混迷の政治状況が拍車を掛ける。白髪も増えるわけである。今号は李白の『秋

浦歌』より

           白髪三千丈 縁愁似箇長 不知明鏡裏 何処得秋霜

編集後記


